
腹部末端の肉質突起

アシナガバエ科（－）

オドリバエ科（－）

ナガレアブ科（8）

アブ科（6）

頭部は退化して非常に小さいか
膜質の体の中に隠れている

擬脚は無いか
あっても目立たず不明瞭

NO

注）ガガンボ科のウスバガガンボ属は
　　呼吸盤が退化して認められない。
　　（肉質突起のみある）

頭部は完全に体の外に出ている

腹部各節の側部に
肉質突起がある

NO

腹部に肉質突起がない

腹部末端に肉質突起や呼吸管がある
体はイモ虫型（円筒型）で
体表は膜質で柔らかい

腹部末端は狭まり
呼吸管がある

⇒検索Ｊー 2： ハエ目 2へ

腹部各節の擬脚は明瞭

体の外に出る頭部

退化して
小さい頭部

膜質の中に
隠れる頭部

腹部各節の擬脚 背面図
腹部各節の肉質突起

側面図

腹部末端に肉質突起は認められない
体は扁平し
体表は膜質ではなくやや硬い

ミズアブ科（－）

腹部末端の肉質突起

NO

腹部末端は肉質突起に囲まれて広がる

肉質突起の中央には
呼吸盤がある

肉質突起の中央には
呼吸管がある

ガガンボ科（8）

呼吸盤

腹部末端は狭まる

呼吸管 腹部末端

※（） 内の数値はスコア値
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腹部に吸盤がある
アミカ科（10）腹部腹面に 6個の

吸盤がある

吸盤（腹面）

NO

腹面図

腹部の第1節と第2節にのみ
擬脚がある

NO

胸部と腹部末端に一対ずつ
擬脚がある

腹部末端の擬脚胸部の擬脚

ブユ科（7）腹部末端に
吸盤がある

腹部末端の
吸盤

腹部に
2対（4本）の
鰓（血鰓）がある

腹部に
鰓がない

腹部の鰓

NO

ユスリカ科（鰓あり）（2）
（ユスリカ族）

ユスリカ科（鰓なし）（6)
（ユスリカ族以外）

ホソカ科（－）

上図のような
鰓はない腹部の擬脚

櫂状突起

擬脚はないか
外からは見えない

背面にキチン板がある
背面に並ぶキチン板

NO
チョウバエ科（1）

ヌカカ科（7）体は細い種が多い

NO
背面にキチン板はない
擬脚がある場合は一本で
腹部末端に引き込まれる

腹部末端には
櫂状突起や尾突起などが
発達する

尾突起

腹面

背面

吸盤（末端）

：吸盤の位置

※（） 内の数値はスコア値
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